
（別紙３）

～ 2026　年　2　月　28　日

（対象者数） 13名 （回答者数）
12名

～ 2026　年　2　月　28　日

（対象者数） 5名 （回答者数）
5名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

共通して行う経験や体験を増やす事で、子ども達一人ひとり

が自信を持って行動できるような時間・場所・行事を提供し

ていきます。

2

いろいろな場面・場所（公共交通機関等）での対応を増や

し、多様な経験や体験を積めるよう取り組んでいきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

声掛けを行い、保護者間での交流ができるよう努めていきま

す。

2

送迎を行って頂ける職員が増える事で解消できると感じま

す。また、事業所を利用する人、回数が増える事で解消でき

ると感じます。

3

○事業所名 八幡平地域福祉事業所　放課後等デイサービスきらきら星

○保護者評価実施期間
2026　年　2　月　13　日

○保護者評価有効回答数

2026　年　2　月　13　日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026　年　3　月　5　日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者懇談会・交流会が行えていない。 保護者会はあるが、現在稼働している様子はなく、保護者発

信での開催が難しいと感じています。

人員配置は満たしているが、職員は不足と感じる場面があ

る。

各支援学校が遠方のため、そこに人員を取られています。ま

た、人員を増やすと経営悪化となります。

大人だけではなく、子ども達同士でのかかわりを大切にする

ことで、協調性や助け合い、学びあいができるよう努めてい

ます。

異なる年齢層の子ども同士が協力して学び、活動すること

で、相互の学びが促進されるよう、意識しながら取り組んで

います。

社会や生活に必要な動作やマナーを伝え、教えながら一人ひ

とりが成長できる支援に努めています。

地域でのお買い物体験や、地域の公共施設に行き遊んだりす

る中で、その場に合った対応ができるよう支援しています。

事業所における自己評価総括表公表


